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取組の内容

〈アウトプット目標値〉
受講者数：２０人
国家ライセンス取得：２人

新規・一部新規・継続

ひと・暮らし・
しごと・人の流れ

連携・共創の視点及び取組の独自性

南会津地域の課題

当事業で目指す姿

ドローンスクール

若年女性の流出率が４４．４％に達するなど、人口流出によりあらゆる分野の担い手が不足する中、事業の効率化や地域課
題の解決に向けたカギとなるドローンの活用について、民間スクールがないことが障壁となっている。

● 県が廃校（ドローン寒冷地テストフィールド）を活用し、地域住民等をドローン操縦士として育成。
● 住民が地域内で活躍しながら事業効率化、地域課題解決、交流の促進を目指す。

取組のポイント

地域の人材育成

官民連携でのドローン活用促進

ドローン活用への理解醸成
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ドローン活用の先進地として住民が地域内で活躍し、誇りをもって働き続ける環境づくり。

県がドローンスクール事業
を実施し、操縦士を育成。
国家ライセンス取得コース

やドローングラファー入門
コース、屋外実践飛行訓練の
新設で操縦士がシンカ。
修了生をネットワーク化し、

地域づくりの担い手集団を育
成。

産・官・学・金・労・言・士

利活用促進事業 広域連携会議

ドローンの利活用や安全対策
について関係機関が広域調整。
ドローンの更なる活用に向け

た官民連携の組織設置を目指す。

修了生が運営に参画する
ドローンショーの開催等に
より操縦士が活躍する機会
を設けつつドローン利活用
に対する地域の理解を醸成。

南会津


